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善
意

　
　
　
　

  

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
金
銭
預
託

▽
町
へ

・
村
瀬
美
津
子　
　
　
　
　
　
　

  

＝
20
万
円

■
物
品
等

▽
町
へ

・ 

石
本
建
築
事
務
所
、
萩
原
・
窪
田
経
常
建

設
共
同
企
業
体
、
振
興
・
谷
・
菅
原
経
常

建
設
共
同
企
業
体
、
池
田
・
志
賀
・
タ
カ
ノ
・

佐
々
木
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
　
　
　
　

  

＝
電
波
時
計
（
病
院
に
設
置
）

▽
福
祉
団
体
等
へ

・ 

冨
所
英
樹　
　
　
　
　
　

  

＝
リ
ン
グ
プ
ル

・
鹿
追
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
古
切
手
３
４
０
０
枚

・
役
場
福
祉
課　
　

 

＝
古
切
手
１
４
２
４
枚

・
帯
広
鹿
追
会

　
　
　

 

＝
古
切
手
８
４
８
枚
、
リ
ン
グ
プ
ル

・
村
川
雄
二　
　
　

  

＝
シ
ル
バ
ー
カ
ー
１
台

今
月
の
表
紙

　

表
紙
の
写
真
は
、｢

読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
し
か
お
い｣

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
11

月
12
日
に
行
わ
れ
た「
人
形
劇
」の
様
子
で
す
。

　

町
図
書
館
の
視
聴
覚
室
に
は
約
80
人
の
幼

児
ら
が
集
合
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
も

み
じ
」
に
よ
る
人
形
劇
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
は
「
３
匹
の
子
ぶ
た
」
な
ど
の
上
演
に

心
を
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

町民課  戸籍年金窓口係

戸籍の　　　口

10 月 分

結 いついつまでも
　　おしあわせに

佐々木恭兵さん　＝　有働　佳織さん

小森　　元さん　＝　小谷みのりさん

婚

出 こんにちは
　　よろしく

藤井　悠
ゆづき

月くん　　 俊輔　 平成区

石井　悠
はるき

幹くん　　 伸治　 もみじ区

筒渕　　遙
はる

ちゃん　 貴浩　 若葉区

生

死 ごめいふくを
　　お祈りします

渋谷　　勇さん　94歳　笹川南班

松村　幸夫さん　84歳　上幌内行政区

小原ウメ子さん　81歳　平和区

袰岩多賀子さん　39歳　第３区

津田　政義さん　78歳　北鹿追南班

吉田　昭實さん　83歳　北瓜幕農栄班

亡

窓

人  の  う  ご  き
　　　　　　　　　　  10月末現在
　　　　　　　　　　  （対前月比）

　世　帯　　2,441戸  （－ 7）
　人　口　　5,668人  （－ 6）
　　男　　　2,787人  （－ 6）
　　女　　　2,881人  （± 0）

お名前が旧字体などの場合、常用漢字で記載させて
いただく場合がありますのでご了承ください。

あなたの声をまちづくりに！
やまびこメールのアドレスが変わりました

　皆さんがまちづくりに対して、日ごろ感じていること（提
言・要望など）をお寄せください。
●郵　  便　 定期的に広報しかおいに折り込まれる用紙に

記入し、投函してください。
●Ｆ Ａ Ｘ　FAX番号 0156- 66-1020
●メ ー ル　（新）yamabiko@town.shikaoi.lg.jp
　　　　　  ※アドレス（ドメイン）が変わりました。

企画財政課 広報広聴係

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
ご
協
力
あ

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
11
月
10
日
ま

で
の
義
援
金
を
受
付
さ
れ
た
方
、
行
政
区

等
を
報
告
い
た
し
ま
す
。　
　

  （
敬
称
略
）

　

元
町
区 

１
万
１
千
円
、
募
金
箱 

３
０
０

円
　

な
お
、
11
月
10
日
ま
で
の
義
援
金
合
計

は
、
７
６
５
万
４
７
５
８
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

の
義
援
金
受
付
窓
口
は
、
鹿
追
町
ト
リ
ム

セ
ン
タ
ー
内 

福
祉
課 

福
祉
町
民
相
談
係
で

す
の
で
、
今
度
と
も
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
祉
課 

福
祉
町
民
相
談
係

エ
ッ
セ
イ

　

黄
色
と
黒
の
シ
マ
模
様
が
頭
の
周
り
を
ブ
ン
ブ
ン
飛
ん
で
い
る
。

　

そ
れ
が
ス
ズ
メ
バ
チ
だ
と
分
か
っ
た
途
端
、
奴
め
と
目
が
合
っ
た
と

思
っ
た
。
ま
っ
し
ぐ
ら
に
顔
を
目
が
け
て
体
当
り
し
て
く
る
よ
う
に
思
っ

た
。
刺
さ
れ
た
ら
即
病
院
だ
。
昨
年
も
ス
ズ
メ
バ
チ
で
は
な
い
が
、
他
の

小
さ
な
ハ
チ
に
刺
さ
れ
点
滴
を
受
け
て
来
た
か
ら
だ
。
あ
の
痛
さ
。
事
故

だ
、
骨
折
だ
と
ず
い
分
い
ろ
い
ろ
な
痛
み
を
経
験
し
て
い
る
私
だ
が
、
ハ

チ
に
刺
さ
れ
た
あ
の
痛
さ
だ
け
は
二
度
と
感
じ
た
く
な
い
。

　

６
月
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
木
の
下
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
２
本
ぶ
ら
下
げ
た
。

中
身
は
、
酒
、
砂
糖
、
酢
の
、
ス
ズ
メ
バ
チ
用
の
ト
ラ
ッ
プ
で
あ
る
。

　

最
初
は
、
花
友
だ
ち
が
作
っ
て
く
れ
た
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
食
べ
ら
れ
る

時
期
と
重
な
り
、
ぶ
ら
下
げ
て
す
ぐ
に
初
め
の
一
匹
が
入
っ
た
。

　

下
か
ら
の
ぞ
く
と
、
透
明
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
揺
ら
す
よ
う
な
勢
い
で

暴
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
他
に
、
蚊
、
ハ
エ
、
ギ
ン
バ
エ
、
蛾
な
ど
も

入
り
込
み
、
一
度
入
っ
た
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
と
見
え
た
の
に
、
な
か
に
は
、

出
た
り
入
っ
た
り
を
く
り
返
す
の
も
い
た
。

　

同
じ
虫
の
仲
間
で
も
頭
の
良
い
の
と
悪
い
の
が
い
る
の
を
知
っ
た
。
こ

の
夏
感
心
し
た
こ
と
の
一
つ
だ
。

　

町
役
場
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
レ
シ
ピ
に
添
っ
て
、
何
度
か
ト
ラ
ッ

プ
を
取
り
換
え
た
。

　

ス
ズ
メ
バ
チ
だ
け
を
選よ

り
分
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
大
型
と
小
型
の
２
種

類
が
い
て
、
８
月
末
で
合
計
２
１
７
匹
。
そ
の
中
に
女
王
様
が
い
る
か
ど

う
か
は
分
か
ら
な
い
。
ハ
チ
に
襲
わ
れ
る
心
配
も
な
く
夏
を
過
ご
せ
た
。

　

た
く
さ
ん
の
虫
の
命
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
。

ス
ズ
メ
バ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
町
３
丁
目　
　

矢
萩　

悦
子

母
と
義
母
ふ
た
り
そ
ろ
い
て
揺
れ
お
り
ぬ

　
　
　
　
　
　

秋
冥
菊
の
白
き
ま
ぼ
ろ
し　
　
　
　
　
　
　

矢
萩　

悦
子

す
こ
し
ず
つ
老
い
て
い
る
こ
と
知
ら
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　

「
怖
く
は
な
い
よ
み
ん
な
同
じ
さ
」　
　
　
　

森
住　

陽
子

情
熱
を
し
ま
い
忘
れ
て
夢
に
つ
く

　
　
　
　
　
　

ま
わ
り
灯
籠
ゆ
っ
く
り
タ
ー
ン　
　

 　
　

  

尾
上
ひ
と
み

い
つ
よ
り
か
両
の
手
胸
に
眠
る
く
せ

　
　
　
　
　
　

夢
の
つ
づ
き
は
見
つ
か
ら
ぬ
ま
ま　
　
　
　

五
十
嵐
利
子

短
歌
会
詠
草

白
菜
の
一
個
が
重
し
足
重
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田　

澄
子

虎
の
子
の
小
豆
を
濡
ら
す
俄
か
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

鈴
子

柿
一
つ
子
規
短
冊
に
供
へ
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
と
も
子　

吾
よ
り
も
栗
鼠
が
上
手
に
栗
を
剥
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
ま
さ
し

四
季
の
会

文
化
祭
杖
を
頼
み
の
晴
舞
台　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
野
か
お
る

夕
暮
の
生
命
た
だ
よ
う
雪
蛍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
ゆ
た
か

友
と
い
て
対
話
に
と
ま
る
雪
ぼ
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
俣　

君
子

丹
精
を
こ
め
た
作
品
文
化
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

末
子

し
か
ぶ
え
吟
社

22

す
き
焼
の
煮
え
出
し
山
に
夕
陽
落
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

朝
子

ま
な
う
ら
の
母
に
掛
け
た
い
羽
根
布
団　
　
　
　
　
　
　
　

常
松
ア
キ
子

見
る
だ
け
で
手
の
届
か
ぬ
は
羽
根
布
団　
　
　
　
　
　
　
　

寺
井　

政
子

白
寿
大
学
俳
句
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